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学校
番号

73 課程 科

学年

学校教育目標 道徳教育の重点目標

令和８年度　道徳教育　全体計画

塩尻志学館 高等学校 全 総合学

自然科学の学習を通し、科学技術の正しい
利用、命の尊厳など未来社会の担い手とし
ての礎となる思考を養う。

２年

１現代社会におけるグローバル化・情報化の進展や産業技術の発展をふまえるとともに、
生涯にわたる人間形成の基礎を培い、多様な科目を開設して生徒の個性を伸長させる。
２将来の職業選択を視野に入れた進路設計への自覚を深めさせ、社会の変化に主体的に対
応できる心身ともに健康な人材を育成する。
３マンツーマン指導を基本として、個々の生徒の興味・関心・能力・適性及び進路等にき
め細かく対応し、それぞれの希望する進路実現を支援する。

１　本校生としての自覚を持ち、学校における諸活動を
通して、自律的・主体的な行動力を身に付ける。
２　他者と協働する活動を通して、集団の一員として、
よりよい社会の創造に貢献できる資質・能力を養う。
３　自他の生命を尊重する態度を涵養し、一人一人の在
り方生き方を尊重する高い道徳性を育成する。
４　すべての生徒が安心して学校生活を営むことができ
る環境をつくり、特にいじめは絶対に許さないという心
を育てる。

重点目標

１ICTの活用推進をはじめ生徒のワクワク感を引き出す授業改善と伴走支援による生徒の
主体性の醸成
２学校と社会をつなぐキャリア教育（産社、CP、CD）のさらなる推進と探究学習（シオジ
リ学、総研）のさらなる充実
３総合学科の最大の特色である生徒の多様な学習ニーズに応える科目選択実現のための方
法やサポーターズシステムの見直し
４会議時間短縮のための情報ツールの有効活用と職員間の対話の奨励、働き方改革に係る
業務負担の平準化と時間外勤務の縮減
５いじめや非違行為のない安心・安全で生徒がいきいきと活動できる環境の確保と指導力
向上に向けた自己研鑽の奨励

目標 キャリア教育 ホームルーム活動 生徒会活動・部活動等 各教科

広い視野を持ち、国際感覚や国際協力の精
神を育成すると共に、外国語の背景にある
文化に対する理解を深め、他者の人権を尊
重しながら積極的にコミュニケーションを
図ろうとする態度を育てる。

保健体育

数学

数学的活動を通して、知的好奇心や豊かな
感性、粘り強く考える態度を含め、真理を
探究する心を養う。

１年

学校内外での諸
活動を通して、
自己理解と他者
理解および自律
的な行動に努
め、人間として
よりよく生きて
いくための基本
になる態度を養
い、資質・能力
を高める。

自己理解・他者
理解の学習、職
業理解のための
体験学習などを
通してキャリア
意識を高め、社
会の一員として
の自覚を促す。
○地域理解
○探究学習の日
○二年次の科目
選択
○志学の時間

仲間とともに協
力し合う活動の
中で、他者と良
好な人間関係を
構築するととも
に、自ら進んで
行動する態度を
身に付ける。
○情報モラル学
習会
○性被害防止教
育

より自律的な行
動に努め、集団
の活動がよりよ
いものとなるよ
う努力する態度
を養う。
○部活動におけ
る
望ましい人間関
係の在り方につ
いて
○文化祭クラス
企画の運営

国語

理科

言葉による物事の多角的な見方・考え方を
働かせる。また、他者との関わり合いの中
で伝え合う力を高め、思考力や想像力を育
むことで、道徳的心情や判断力を育む。

地理歴史

世界の諸課題に対する問題意識を持ち、望
ましい社会の在り方や人間の生き方につい
て思考する基礎を養う。

公民

現代社会を構成する一員として、主体的に
諸課題を探求する力を育む。

人間の生涯にわたる生活の営みを総合的に
捉え、家族・家庭・社会との関わりを理解
しながら自分の生き方を考える態度を育成
する。

３年

社会の諸課題に
対して主体的に
解決していこう
とする資質・能
力を育成し、よ
りよい社会の創
造に係る一員と
して規範意識を
向上させ、道徳
的実践意欲と態
度を涵養する。

お互いを尊重し
地域社会を構成
する一人として
の自覚を持ち、
学び合う態度を
養う。多様な進
路の実現に向け
て主体的に取り
組む。
○進路探究
○地域理解
○課題研究
○志学の時間

社会の構成者と
しての自覚を持
ち、学校や地域
社会の諸課題を
主体的・意欲的
に解決していく
態度を養う。
○高校卒業後の
在
り方について
○人権学習（社
会
生活の中の権利
と責任）

本校生としての
みならず、社会
を構成する一人
としての自覚に
基づき、すべて
の人が尊重され
る社会の実現に
向けた活動に取
り組む。
○生徒会の運営
○文化祭の運営

情報

主体的に行動す
る態度を養い、
人間としての在
り方生き方につ
いての自覚を高
めるとともに、
社会の諸課題に
関心をもち、他
者と協働する態
度と行動力を身
に付ける。

将来を展望し、
自ら進路を切り
拓くために、よ
り具体的な進路
目標を立て、実
現に向けた学び
に取り組む姿勢
を養う。
○各種体験学習
○三年次の科目
　選択
○課題研究
○志学の時間

校内における諸
活動の中心であ
る自覚を持ち、
他者の存在を尊
重し、より良い
集団づくりに向
けて主体的に行
動する。
○平和学習（研
修
旅行事前学習）
○防災学習（研
修旅行事前学
習）
○主権者教育

校内組織におけ
る中心的な存在
として主体的に
行動し、目標の
実現に向けて他
者と協働する自
主的かつ実践的
な態度を身に付
ける。
○文化祭クラス
及び学年企画の
運営
○生徒会の運営
および運営の補
助 家庭

体育や保健の見方・考え方を働かせ、学習
過程を通して、粘り強くやり遂げる心や一
人一人の違いを大切にする態度を養う。

芸術

芸術における見方・考え方を働かせ、感性
を高め、心豊かな生活や社会を創造してい
く態度を養い、豊かな情操を培う。

外国語

家庭・地域
との連携

・校内の諸活動について、地域に開かれた学校として、地域社会との連携を深めながら生徒が主体的
に地域や社会に貢献しようとする態度を育成する。
・家庭と連携し、日常生活の中で生徒を支援し、生徒が自己を尊重するとともに他者を尊重する心を
育て、よりよい社会の構成者としての自覚を高める。

日々変化し高度化する情報社会で適正な活
動を行うためのメディア・リテラシーと情
報モラルを育成する。

農業

生命を担保する食について医食同源・食
育・食料環境を踏まえ命の大切さを学ぶ内
容が考えられる。

商業
ビジネス活動におけるモラルやマナー等の
指導を通じて、倫理観や豊かな人間性を育
む。

福祉

福祉の見方、考え方を働かせ、実践的・体
験的な学習を行うことなどを通して、人間
の尊厳に基づく福祉社会の創造と発展に主
体的に取り組む態度を養う。

探究の見方・考え方を働かせ、主体的・協
働的な取組をとおして、新たな価値を創造
し、よりよい社会を実現する態度を養う。

総合的な
探究の時間


